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《
年
金
の
支
払
い
》

　

2
月
、
4
月
、
6
月
、
8
月
、

10
月
、
12
月
の
年
6
回
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
前
2
カ
月
分（
例
：
6
月

の
支
払
の
場
合
は
4
月
と
5
月
の

2
カ
月
分
）が
支

払
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
受
給
し
て

い
る
方（
支
給
停

止
中
も
含
む
）に

は
、
6
月
初
旬
〜

中
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら「
年

金
額
改
定
通
知
書
」が
届
き
ま
す

の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
届

か
な
い
方
や
紛
失
し
た
方
は
、
下

記
の
豊
岡
年
金
事
務
所
ま
た
は
年

金
ダ
イ
ヤ
ル
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

現
在
、
未
払
い
の
保
険
料
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
る
の
は
過

去
2
年
分
ま
で
で
す
が
、
10
月
1

日
か
ら
3
年
間
に
限
り
、
過
去
10

年
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

平
成
23
年
8
月
10
日
に
公
布
さ
れ

　

老
齢
基
礎
年
金
額
は
、
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間（
4
8
0

月
）、
全
て
保
険
料
を
納
め
て
い

る
場
合
、
年
額
78
万
6
5
0
0
円

（
月
額
6
万
5
5
4
1
円
）と
な
り

ま
す
。
全
て
保
険
料
を
納
め
て
い

る
場
合
と
は
、
こ
の
40
年
間
が
第

1
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

納
め
た
期
間
や
、
第
2
号
被
保
険

者
お
よ
び
第
3
号
被
保
険
者
期
間

で
あ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
・
保
険
料
免
除
期

間
・
合
算
対
象
期
間
を
合
わ
せ
た

期
間
が
、
原
則
25
年
以
上
あ
る
と

65
歳
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
保

険
料
を
納
め
て

い
な
い
期
間
や

保
険
料
免
除
期

間
が
あ
る
と
、

そ
の
期
間
に
応

じ
て
減
額
さ
れ

た
年
金
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
、基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
6
月
9
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
6
月
4
日
・
11
日
・
18
日
・
25

日
の
月
曜
日
は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
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－
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●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22
－
0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
4
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

た
年
金
確
保
支
援

法
に
よ
っ
て
、
時

効
で
納
め
ら
れ
な

く
な
っ
た
一
定
期

間
の
保
険
料
を
、

本
人
の
希
望
に
よ
り
納
め
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
特
例
措
置（
後
納
）

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

受
給
資
格
期
間
が
不
足
す
る

方
、
未
納
期
間
が
あ
る
た
め
に
年

金
額
が
少
な
く
な
る
と
お
考
え
の

方
、
施
行
ま
で
期
間
は
あ
り
ま
す

が
、
過
去
の
未
納
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

対
象
者
に
は
、
7
月
末
か
ら
順

次
、
勧
奨
通
知
書
が
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
特
例
期
間

　

10
月
1
日
〜
平
成
27
年
9
月
30

日
▼
後
納
対
象
期
間

　

実
際
に
納
付
す

る
日
か
ら
10
年

以
内（
時
効
と
な
っ
て
い
な
い
2

年
間
を
除
く
）

▼
対
象
者

　

次
の
①
〜
③
で
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
な
い
方

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、
過
去

10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
や
未
加

入
期
間
が
あ
る

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
高
齢
任

意
加
入
中
を
含
め
た
①
の
期
間

が
あ
る

③
65
歳
以
上
で
年
金
受
給
資
格
が

な
い
②
の
期
間
が
あ
る

▼
注
意
事
項

・
過
去
3
年
度
以
前
の
後
納
保
険

料
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
加

算
額
が
付
き
ま
す
。

・
後
納
が
可
能
な
期
間
の
う
ち
、

最
も
古
い
分
か
ら
の
納
付
優
先

と
な
り
ま
す
。

・
一
部
免
除
さ
れ

た
期
間
の
う
ち
、

未
納
と
な
っ
て

い
る
期
間
も
対
象
で
す
。

・
全
額
免
除
や
一
部
免
除（
一
部

納
付
済
）、
若
年
者
納
付
猶
予

お
よ
び
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
た
期
間
は
対
象
外
で
す
。

納
付
を
希
望
の
場
合
は
、「
追
納

制
度
」を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
過
去
2
年
以
内
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
方
は
不
測
の
事
態
が
発
生

し
た
際
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
の
受
給
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
過

去
2
年
以
内
の
保
険
料
を
先
に

納
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
老
齢
基
礎

年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

保
険
料
の
納
め
忘
れ
があ

る
方
へ
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間
も
な
く
極
夜（
太
陽
が
沈
ん

だ
状
態
が
続
く
現
象
）に
突
入
し

ま
す
。
4
月
か
ら
は
毎
日
約
10
分
、

日
が
短
く
な
り
、
今（
4
月
25
日
）

は
2
時
間
ほ
ど
し
か
太
陽
が
昇
り

ま
せ
ん
。
予
定
で
は
5
月
31
日
か

ら
40
日
間
、
ま
っ
た
く
太
陽
の
昇

ら
な
い
世
界
を
経
験
し
ま
す
。

　

南
極
で
は
塵ち
り

の
発
生
が
少
な
く
、

空
気
は
と
て
も
澄
ん
で
い
ま
す
。

天
気
の
良
い
日
は
、
山
な
ど
視
界

を
さ
え
ぎ
る
も
の
が
無
い
海
氷
上

で
は
、
今
年
接
岸
で
き
な
か
っ
た

「
し
ら
せ
」の
姿
を
約
20
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
昭
和
基
地
か
ら
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
毎
日

眺
め
て
い

る
4
キ
ロ

メ
ー
ト
ル

先
の
南
極

大
陸
や
高

い
空
な
ど
、

白
と
青
の

景
色
と
も

「
み
や
ぢ
」南
極
へ
行
く
⑤
極
夜

し
ば
ら
く
お
別
れ
で
す
。
で
も
、

オ
ー
ロ
ラ
に
た
く
さ
ん
出
会
え
る

楽
し
み
も
あ
り
、
き
れ
い
な
オ
ー

ロ
ラ
撮
影
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
皇
帝
ペ
ン

ギ
ン
の
訪
問
は
見
ら
れ
ず
、
極
夜

が
終
わ
っ
て
か
ら
と
淡
い
期
待
を

持
ち
な
が
ら
、
命
と
向
き
合
う
極

夜
な
ら
で
は
の
野
外
活
動
に
心
を

引
き
締
め
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ブ
ロ
グ「
植
村
直
己

冒
険
館
職
員
南
極
へ
行
く
」で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

http://blog.ap.teacup.

　
　

com
/boukenkan/

—

竹
パ
ウ
ダ
ー
の
効
果
は
？

　

竹
パ
ウ
ダ
ー
を
使
用
し
た
方
か

ら
は
、
ネ
ギ
の
生
長
が
早
ま
り
収

量
が
多
く
な
っ
た
、
田
ん
ぼ
の
稲

が
倒
れ
に
く
い
、
花
壇
の
花
が
元

気
に
な
っ
た
、
な
ど
の
感
想
を
聞

い
て
い
ま
す
。

—

環
境
面
で
の
効
果
は
？

　

化
学
肥
料
の
代
わ
り
に
竹
パ
ウ

ダ
ー
が
使
用
さ
れ
れ
ば
、
環
境
へ

の
負
荷
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
は
処
分
・
活
用
が
難

し
く
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
の

結
果
、
竹
が
森
林
へ
侵
入
し
、
竹

林
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二

酸
化
炭
素
貯
蔵
量
の
減
少
、
保
水

力
の
低
下
、
生
物
多
様
性
の
損
失

な
ど
を
招
い
て
い
ま
す
。

—

竹
パ
ウ
ダ
ー
の
き
っ
か
け
は
？

　

当
社
は
市
内
で
建
設
業
を
営
ん

で
お
り
、
工
事
で
竹
を
伐
採
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
、
伐
採
し
た
竹
は
廃
棄
物

と
し
て
処
分
し
て
い
ま
し
た
が
、

も
っ
た
い
な
い
の
で
、
利
用
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
と
き
新
聞
で
、
竹
を
粉
状

に
す
る
機
械
が
開
発
さ
れ
た
、
と

の
記
事
を
目
に
し
、
開
発
し
た
会

社
か
ら
機
械
を
借
り
、
竹
パ
ウ
ダ

ー
に
し
て
田
ん
ぼ
や
畑
に
ま
い
て

み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
土
壌
改

良
な
ど
に
効
果
が
あ
っ
た
の
で
、

竹
の
粉
砕
機
を
購
入
し
、
竹
パ
ウ

ダ
ー
の
製
造
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
経
済
係
☎
23
－
4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！
⑲

株

式

会

社

谷

垣

組

竹
パ
ウ
ダ
ー
土
壌
改
良
材
の
製
造

企業紹介

　

さ
ら
に
、
放
置
さ
れ
た
竹
林
は
、

里
山
の
景
観
も
損
な
い
ま
す
。
竹

が
放
置
さ
れ
ず
に
利
用
さ
れ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
状
況
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

—

竹
パ
ウ
ダ
ー
が
使
用
さ
れ
れ
ば
、
環

境
も
経
済
も
良
く
な
り
ま
す
か
？

　

竹
パ
ウ
ダ
ー
製
造
事
業
は
利
益

率
は
高
く
な
い
で
す
が
、
持
続
可

能
な
事
業
で
す
。
ま
た
、
安
全
・

安
心
な
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
の

資
材
で
あ
り
、
豊
か
な
環
境
作
り

に
貢
献
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

—

原
料
の
調
達
は
？

　

竹
は
か
さ
ば
り
、
た
く
さ
ん
保

管
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
現
在
は
自

社
の
工
事
現
場
か
ら
持
ち
帰
っ
た

竹
だ
け
を
加
工
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
在
庫
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

他
社
や
個
人
が
伐
採
さ
れ
た
竹
を

取
り
に
行
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

—

竹
パ
ウ
ダ
ー
の
販
売
は
？

　

自
社
を
中
心
に
、
一
袋（
5
キ

ロ
グ
ラ
ム
）8
0
0
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

—

今
後
の
展
開
は
？

　

竹
パ
ウ
ダ
ー
に
他
の
成
分
を
加

え
た
商
品
、
消
臭
な
ど
他
の
特
徴

を
生
か
し
た
商
品
を
開
発
し
、
新

た
な
収
益
源
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
☎
54
－
0
2
1
6

▲寄せ書き応援フラッグと宮下隊員

▲昭和基地から見た夕日

▲化学肥料の代わりに竹
パウダーを使用した農地

　

平
成
23
年
12
月
23
日
、「
み
や
ぢ
」こ
と
宮
下
泰
尚
隊
員（
豊
岡
市
職

員
）が「
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
員
」と
し
て
南
極
昭
和
基

地
に
立
ち
ま
し
た
。
豊
岡
市
民
に
と
っ
て
、
豊
岡
に
い
な
が
ら
世
界

に
つ
な
が
る
と
い
う
新
し
い
夢
の
始
ま
り
で
す
。
世
界
に
飛
び
出
し

た
宮
下
隊
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44
－
1
5
1
5

▲竹パウダー


